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特集

災害に備える―大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会
　（JRAT）の活動 ……………………………………………………………………………………………………里宇明元

高知県における災害対策と災害リハ組織化 ………………………………………………………宮本　寛

北海道における災害対策と災害リハ組織化 ………………………………………………………光増　智

新潟県災害リハビリテーション連絡協議会の設立と課題 ………………………曽川裕一郎，他

長崎県における災害対策と災害リハビリ支援の組織化 …………………………………高柳公司

リハビリテーション関連職への災害支援活動に対する教育システム ………富岡正雄，他

各地で進む災害リハビリテーション支援システム

※都合により誌面が変更される場合がございます。

昨年 11 月，日本三大夜景の 1 つと言われている長崎の地で「リハビリテーション・ケ
ア合同研究大会　長崎 2014」が 2,200 名を超える参加者のもと盛大に行われた。大会

の中でひときわ目を引いたのが，4 部（章）から構成された企画「長崎地域リハ物語」で
あった。これは朝 9 時から夕方 17 時 40 分まで延々とつづられた長崎の地における地域リ
ハ活動の足跡とこれからの展開を紹介するセクションであった。聴講する中で，地域リハ
思想が脈々と受け継がれてゆく中で，確実にリハマインドを持ったニューリーダーが育っ
ていることにうらやましくもあり，また自分たちの地域でもと心踊らされた。まさに，本
誌に連載中である大田仁史氏らの軌跡を辿る「地域リハの大河から海に向かって」の長崎
版とも言える。
　長崎の地域リハにかかわってきた，人，人，人。多くの方々の仕事の軌跡に敬意を表す
とともに，これからさらなる展開に期待したい。
　仕事は，「志事」とも言う。単に「こと」に受け身的に仕えるのではなく，志を持って

「こと」に向き合うことが重要である。これから 2025 年に向けて地域ごとに地域包括ケア
システム構築に向けた動きが活発になるが，これはまさしく各地で取り組まれてきた地域
リハ活動の進化形ととらえたい。そして，この地域包括ケアシステム構築には，これまで
地域リハの視点で多くの有志が「志事」をしてきた，その成果が妙薬となって機能するも
のと確信する。
　さて，新春第 1 号の紙面も盛りだくさんの内容である。特集では在宅での栄養管理を取
り上げた。すでに，リハを実践するうえで，栄養管理はとても重要であることは理解され
てきたように思われる。しかしながら，疾患ごとに行う栄養管理の視点は微妙に違いをみ
せており，そのことを踏まえたリハサービスは今後さらに高めていかなければならない課
題ととらえ特集とした。リハ栄養のさらなる高みを期待したい。
　最後に，この 1 年が読者の皆様におかれましては，幸多き年になりますことをご祈念申
し上げます。
� 編集委員　佐藤浩二
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